
　
山
下
兼
彦
先
生
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
教
科
書
の
内
容

の
定
着
を
図
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
む
学
び
を
取
り
入
れ
た
。
一
斉
授
業
に
比
べ
て
、

学
習
内
容
へ
の
理
解
に
は
深
ま
り
が
見
え
た
が
、
ま
だ

資
質
・
能
力
の
育
成
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

　「
昨
年
、
他
校
の
『
社
会
人
基
礎
力
』
の
育
成
を
図
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◎URL
https://jhs.swu.ac.jp/
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教職歴 25 年。同校に赴任して 26 年目。
進路指導部。
アクティブ・ラーニングの実践は１年目になる。

10:15 前時の学習内容を共有 授業
ハイライト

納
得
解
を
追
求
す
る

グ
ル
ー
プ
の
学
び
合
い
で
、

主
体
的
に
思
考
し
続
け
る
生
徒
を
育
成

授業アンケートの結果や、「自分の参考書」（Ｐ．22 参照）
のよい例などを掲載した「ＢＢ通信」を配布。次に、前時
の振り返りから、クラス全体で共有したい生徒の声として、
「当たり前だと思っていたことを説明するのが難しかった」
を紹介。「人に教える場面では、自分が本当に理解してい
るのかが分かる」とグループワークの意義を改めて伝えた。

●
２
年
生
「
生
物
基
礎
」
の
授
業
で
、
単
元
は
「
遺
伝
子
と

そ
の
は
た
ら
き
」。
授
業
時
間
の
半
分
は
グ
ル
ー
プ
内
で
の

質
疑
や
議
論
を
行
い
、遺
伝
情
報
の
分
配
や
遺
伝
子
の
発
現
、

タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
と
い
っ
た
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。（
P.	

23
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

生物

実践

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
質
を
転
換
し
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成

山
下
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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る
『
生
物
基
礎
』
の
授
業
を
見
学
し
、自
分
に
は
無
か
っ

た
視
点
だ
と
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
山
下
先
生
は
、
教
師
が
極
力
説
明
せ
ず
、

グ
ル
ー
プ
で
主
体
的
に
議
論
し
て
概
念
を
形
成
す
る
学

び
を
通
し
、「
社
会
人
基
礎
力
」の
３
つ
の
力
で
あ
る
「
前

に
踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」

を
育
て
た
い
と
考
え
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
７
年
度

に
授
業
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
図
っ
た
の
だ
が
…
…
。

　「
生
徒
は
楽
し
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

が
、『
先
生
が
何
も
教
え
な
い
の
は
お
か
し
い
』
と
、
猛

反
発
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
て
、
生
徒
は
模

範
解
答
を
正
確
に
再
現
し
て
、
点
数
を
取
る
学
び
に
慣

れ
切
っ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　
ま
ず
生
徒
の
意
識
変
革
が
必
要
だ
と
考
え
、「
Ｂ
Ｂ

（Basic Biology

）
通
信
」
を
発
行
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
意
義
や
効
果
を
示
し

て
説
明
。
生
徒
は
徐
々
に
意
図
を
理
解
し
て
授
業
を
受

け
入
れ
、
前
期
の
中
間
考
査
を
迎
え
た
。

　「
定
期
考
査
の
難
易
度
は
、
平
均
点
が
70
点
程
度
と

な
る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
間
考
査
で
は

80
点
近
い
平
均
点
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
は
授
業
の
効

果
を
実
感
し
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
山
下
先
生
は
、
各
単
元
を
「
授
業
」「
実
験
」「
自
分

の
参
考
書
作
り
」
の
３
要
素
で
構
成
す
る
。

　
授
業
で
は
、
主
に
Ａ
Ｌ
向
け
教
材
の
「T

hink and 
Q

uest

（
以
下
、Ｔ
＆
Ｑ
）」（
＊
）を
使
用
。
Ｔ
＆
Ｑ
に
は
、

初
め
に
実
験
・
観
察
の
結
果
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

の
「
考
え
る
材
料
」
と
「
活
用
す
る
知
識
」
が
提
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
で
基
礎
課

題
や
発
展
課
題
に
取
り
組
む
。

　
山
下
先
生
は
、
生
徒
に
主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

に
徹
し
、
授
業
中
の
声
か
け
は
極
力
控
え
る
。

　「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
に
は
、
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

質
問
を
受
け
ま
す
が
、
資
料
を
読
め
ば
分
か
る
こ
と
や

生
徒
が
考
え
れ
ば
気
づ
く
こ
と
に
は
答
え
ず
、
ヒ
ン
ト

の
み
を
提
示
し
て
い
ま
す
」

　
模
範
解
答
を
示
さ
な
い
こ
と
も
徹
底
し
て
い
る
。
こ

の
日
の
発
展
課
題
は
難
易
度
が
高
く
、
考
え
に
行
き
詰

ま
る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
全
体
共
有
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
方
向
性
を
示
す
の
み
で
、「
後
は
自
分
で

納
得
解
を
考
え
て
」
と
、
さ
ら
な
る
思
考
を
促
し
た
。

　「
模
範
解
答
を
与
え
る
と
、
生
徒
の
思
考
は
そ
こ
で

止
ま
り
、
模
範
解
答
を
覚
え
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

納
得
解
は
自
分
な
り
の
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
授
業
後
も
思
考
し
続
け
ま
す
」

　
授
業
後
、
発
展
課
題
の
納
得
解
を
書
い
て
提
出
す
る

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
に
、
先
生
は
５
段
階
評
価
と

コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
却
す
る
が
、
こ
こ
で
も
模
範
解

答
は
示
さ
な
い
。
生
徒
同
士
で
シ
ー
ト
を
確
認
し
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
合
う
こ
と
を
求
め
る
か
ら
だ
。

　
定
期
考
査
後
の
答
案
返
却
時
に
は
、
模
範
解
答
は
渡

す
が
、
解
説
は
し
な
い
。
代
わ
り
に
、
生
徒
が
自
分
た
＊　 は、株式会社ラーンズが提供する、生徒の能動的な学びを引き出す授業用教材。

10:26 10:20グループワーク 「考える材料」の提示

自由に机を並べてグループワークを開始。基礎課題が終わっ
たグループから、発展課題に取り組む。机間巡視で、多くの
グループが考えあぐねている点があると気づき、先生は「成長
段階に応じて必要なタンパク質が変わる」というヒントを板書。

本時の２つの目標を読み上げ、既習事項を振り返り、グルー
プ内での話し合いの材料となる知識を提示。教材の図をスク
リーンに映し出し、「これが何を意味するか、説明できるよう
になりましょう」と、山下先生。そのためには、「遺伝子の発現」
「だ腺染色体」「パフ」の３つがキーワードになると伝えた。

精
読
に
よ
る
内
容
理
解
が

思
考
を
広
げ
る
支
え
に
な
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

友人の意見を聞いて、考えが広がります。以前に学んで忘
れてしまったことを、遠慮なく質問できるのも助かります。

生徒の
声
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ち
で
学
び
合
う
時
間
を
設
け
る
。
さ
ら
に
、
約
10
人
の

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
学
習
が
効
果
的
だ
っ
た
と
思
う
か

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
。

　
思
考
を
深
め
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
実
験

を
行
う
こ
と
も
心
が
け
て
い
る
。

　「
実
際
に
手
を
動
か
し
、
目
で
確
か
め
る
こ
と
は
、
画

像
を
見
せ
る
だ
け
の
授
業
に
比
べ
て
は
る
か
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
」

　
Ｔ
＆
Ｑ
を
導
入
し
て
か
ら
教
材
作
成
に
か
け
る
手
間

が
減
り
、
そ
の
分
を
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
計
画
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。次
時
は
、本
時
に
学
習
し

た
遺
伝
子
の
「
パ
フ
」
の
観
察
実
験
を
し
、
単
元
の
ま

と
め
で
は
、
遺
伝
子
診
断
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
な
が
ら
、
遺
伝
子
診
断
の
体
験
実
験
を
行
っ
た
。

　
主
に
知
識
の
定
着
を
図
る
学
び
が
、「
自
分
の
参
考

書
作
り
」
だ
。
単
元
が
終
わ
る
ご
と
に
、
生
徒
は
、
教

科
書
や
資
料
集
を
参
照
し
、
授
業
や
実
験
の
内
容
も
踏

ま
え
て
、
自
分
な
り
の
参
考
書
を
ノ
ー
ト
に
作
成
。
学

期
に
１
回
提
出
し
、
山
下
先
生
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

　
参
考
書
の
形
式
や
内
容
は
自
由
で
、
文
系
の
生
徒
は

基
礎
を
中
心
に
ま
と
め
、
生
物
と
関
連
が
深
い
進
路
に

進
む
生
徒
は
発
展
的
な
内
容
を
含
め
る
こ
と
が
多
い
。

予
習
と
し
て
取
り
組
ん
で
分
か
ら
な
い
点
を
授
業
で
重

点
的
に
学
ん
だ
り
、
授
業
後
の
復
習
と
し
て
作
成
し
た

り
と
、
進
め
方
も
様
々
だ
。

　「
学
習
内
容
を
自
分
で
ま
と
め
る
過
程
で
、
内
容
を

よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
分
か
り

や
す
く
表
現
す
る
力
も
身
に
つ
い
て
き
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が
自
由
に
グ
ル
ー
プ

を
組
む
。
中
に
は
、「
今
日
は
１
人
で
じ
っ
く
り
と
考
え

た
い
」
と
、
１
人
で
考
え
る
生
徒
も
い
る
。

　「
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
す
る
力
も
、
社
会
で

求
め
ら
れ
る
力
の
１
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気

心
が
知
れ
た
友
人
と
一
緒
の
方
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
遠
慮
な
く
聞
き
合
え
る
利
点
も
あ
り
ま
す
」

　
一
方
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考

一人ひとり、内容や形式が異なる「自分の参考書」。生徒か
らは、「試験前に改めてノートにまとめる必要がないため、
問題演習に多く取り組めた」といった声が上がっている。

11:00

授業で分かったことや疑問を振り返りシートに記入。周りの
生徒とグループワークを振り返りながら話し合う姿も多く見ら
れ、生徒の思考は動き続けている様子だった。早速、自分の
納得解をまとめる生徒もいた。

10:55

基礎課題（閉じた質問）は、解答を板書。発展課題は、解答
を提示せず、思考の方向性を示すことにとどめ、各自で納得
解を考えるように指示した。続いて、本時の学習内容と関連が
深いｉＰＳ細胞の概要を説明すると、生徒は「そういう研究だっ
たのか」と理解を深めたり、「本当にそんなことができるの？」
と驚いたりと、学習内容に関心を高めている様子が見られた。

リフレクション 全体共有

模範解答が示されず、自分で考え抜かなくてはいけない
のは大変ですが、深く理解できるようになりました。

生徒の
声

グ
ル
ー
プ
を
自
由
に
組
ま
せ
て

活
発
な
議
論
を
生
み
出
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

教
科
書
や
授
業
内
容
を
ま
と
め
る

「
自
分
の
参
考
書
」
を
作
成
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え
、
実
験
で
は
毎
回
グ
ル
ー
プ
を
変
え
て
い
る
。

　
年
度
の
最
初
の
授
業
で
は
、「
教
室
は
間
違
う
と
こ
ろ

だ
」と
い
う
詩
を
紹
介
し
、ど
ん
な
こ
と
も
臆
せ
ず
発
言

し
、そ
れ
に
対
し
て
聞
く
耳
を
持
ち
、互
い
の
意
見
を
認

め
合
っ
て
議
論
を
深
め
る
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
授
業
に
し
て
か
ら
、
生
徒
に
は
主
体
的

に
学
び
合
う
力
が
育
ま
れ
て
い
る
。
今
で
は
、
定
期
考

査
前
に
質
問
に
訪
れ
る
生
徒
は
少
な
く
な
り
、
山
下
先

生
が
放
課
後
に
教
室
を
訪
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
が
互
い

に
確
認
し
合
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、「
自
分
の
参
考
書
作
り
」
で
も
知
識
の
定
着
が
確

実
な
も
の
と
な
り
、
前
述
の
通
り
、
定
期
考
査
の
結
果

は
向
上
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、「『
生
き
る
』
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
」
と
大
き
な
視
点

で
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｌ
の
実
践
を
通
し
、
山
下
先
生
の
授
業
観
や
生
徒

観
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　「
生
徒
の
力
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
自
身

の
最
も
大
き
な
変
化
で
す
。
以
前
は
、
先
回
り
し
て
教

え
過
ぎ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

授
業
を
通
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
を
育
て
上
げ
、

ほ
か
の
教
科
や
受
験
勉
強
、
さ
ら
に
は
予
測
不
可
能
な

社
会
を
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
に
結
び
つ
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容
教師による

発問・働きかけの
内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

本時の主題と
目標の確認

•学習内容を見通す力

•主体的、協働的に学ぼ
うとする姿勢

•思考力
• 判断力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】１時間の授業で学ぶ内容を
明確にして、具体的な目標を意識す
る。

「この授業を通して、
学び方や社 会人 基
礎力の習得まで目指
してほしい」

生徒に広い視 野を持
たせて授 業に臨ませ
る。

「考える材料」
「活用する
知識」の
確認と解説

• 既習の知識を新たな課
題に取り組むために活用
しようとする姿勢

•主体的に教科書等の教
材を活用し、自分で知識 ･
技能を身につける力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
•主体性

【生徒】教師に頼らず、友人とともに
主体的、協働的に課題に取り組む。

【教師】生徒が理解しにくい部分の
み、最低限の解説を行う。

「ヒトの受精卵と皮
膚の細胞は同じ遺伝
情報を持っているだ
ろうか。それとも異
なるだろうか」

グループ活動（基礎・
発展課題）が円滑に
進むような柔らかい雰
囲気をつくる。

パフと
発現遺伝子
の関係

（基礎課題）

•主体的に教科書等の教
材を活用し、自分で知識 ･
技能を身につける力

• 他 者との議 論を深め、
意見をまとめて、問題解決
へ導いていく力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】既習の知識や、教科書等で
調べた知識等を活用して生徒同士で
質疑や議論を重ねながら基礎課題
に主体的、協働的に取り組む。

【教師】机間巡視をして、生徒の言葉
を傾聴しながら、必要に応じて生徒
の思考が深まるように助言を行う。

「パフの位置が成長
段階で変化すること
には、どんな意味が
あるのだろうか」

「考える材料」「活用す
る知識」と教科書の
記述等をうまく結びつ
けて課題に取り組むよ
うに促す。

同一のＤＮＡ
を持つ各細胞
の様々な細胞
への分化

（発展課題）

•主体的に教科書等の教
材や基礎課題で考えた事
柄を活用し、さらに深い知
識 ･ 技能を身につける力

• 他 者との議 論を深め、
意見をまとめて、さらに深
い問題解決を進めていく
力

• 知識
• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】基礎課題で理解したことを踏
まえて、さらに深い課題に対して、自
分たちで、納得解にたどり着けるよう
に主体性、多様性、協働性を持って、
思考 ･ 判断・表現を重ねていく。
【教師】本時、もしくは既習の学習
内容から、自由で多彩な思考・判断・
表現ができるように助言する。

「基礎課題で理解し
たことを応用できな
いか考えてみよう」

「友人同士で説明し
合ってみよう」

思考の展開（考える材
料→活用する知識→
基礎課題→発展課題）
を意 識させ、本 時 の
テーマ・目標に沿った
正しい概念形成ができ
るように促す。

納得解の共有
と

リフレクション

• 各課題で、グループまた
は個人で考えた納得解を
共有しようとする姿勢

• 学習内容を振り返り、自
分の理解度を自分で把握

（俯瞰）できる力

•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【生徒】自分の学習内容の理解度を
自分で把握できるように、客観的に
振り返りを行うことを意識する。

【教師】「教師の模範解答」は示さず、
各課題の納得解を考えるポイントの
みを示す。

「自分たちの納得解
の精度をどこまで上
げられるか考えよう」

「今日の自分の活動
を客観的に振り返っ
てみよう」

• 納得解の精度を上げ
るための取り組みを追
求させる。

• 学習内容をどこまで
理解して、どこまで理
解していないかを生徒
自身に気づかせる。

＊山下先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】生物基礎　　【分野・単元】遺伝子とそのはたらき
【テーマ・作品】　遺伝情報の分配と発現（タンパク質の合成）
【設定時数】４時間中の３時間目	

【本時全体の目標】 ①すべての遺伝子が常に発現しているわけではない
ことが分かる。②個体を構成する細胞は遺伝的に同一だが、部位に応
じて発現する遺伝子が異なることが分かる。

定
期
考
査
前
の
質
問
が
少
な
く
な
り
、

生
徒
た
ち
の
学
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
る

成
果
と
課
題
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